
 
 

 

 
校長 向井 美香子 

秋空が青く澄みわたり、秋の訪れを感じる季節となりました。子どもたちの登校する時

間は、外気がひんやりと感じるようにもなり、地域や保護者の皆様に見守られながら元気

よく登校しています。早いもので前期が終わり、令和５年度の折り返し地点にきました。

６年生はあと半年で卒業、５年生は最高学年になります。後期がより充実したものとな

り、一人一人が自分のよさをさらに発揮できるよう、一日一日を大切に過ごしていきたい

と思います。 

さて、夏休み明けは、中学年遠足、５年生の社会科見学、２年生の町探検など、各学年

において学校外での活動が続いています。自然に触れたり、地域の方々と触れ合ったりし

て、町内外のことをたくさん学ぶことができました。６年生は、９月６～８日に函館方面

への修学旅行を実施しました。子どもたちにとっては、学級の仲間と楽しい思い出ができ

た３日間であるとともに、体調管理にも気を配らなければならない数日間でした。子ども

たちは、函館のよさや魅力を発見したり、文化遺産や建造物の見学を通して、歴史や背景

を学び、見聞を広めたりできた貴重な機会となりました。この旅行に向けて６年生は田子

町のパンフレットを作成し、函館で出会った方に配っています。パンフレットを受け取っ

た他県や青森県内に住む方々から「すてきなパンフレットをありがとうございました」

「みろくの滝はすてきなところですね」「田子町のにん 

にくや牛肉を食べたいです」などのお礼や励ましの言葉 

を電話や葉書でいただきました。中には、子どもたちの 

受け答えをほめてくださる方もいて、学校の顔である最 

高学年として頼もしくなりました。６年生がこの修学旅 

行で成長した姿を、卒業までの半年間にいかしてくれる 

ことを期待しています。 

９月は、新型コロナウイルス感染症拡大防止を図るため、学年閉鎖・臨時休校の措置を

とりました。急な対応となりましたが、保護者の皆様にはご理解をありがとうございまし

た。学校の教育活動は、これからも感染状況を考慮しながら進めてまいりますので、学校

からのお知らせのご確認をよろしくお願いいたします。今週の月曜日からは本格的に学習

発表会の練習が始まりました。校内のあちらこちらから演奏曲や劇のせりふが聞こえてき

たり、力いっぱい演技や演奏をする子どもたちを見たりすると、日ごとに上達していく音

色、そして、真剣な姿に本当にうれしく思います。全校児童と教師が一丸となって、１０

月７日（土）に向けて取り組みを進めています。これまでの努力の成果が発揮されること

を心から願っています。保護者・地域の皆様方には、ご多忙の折とは存じますが、ぜひ子

どもたちに温かいご声援を賜りますようお願いいたします。  

 学校だより 
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  １日（日）にんにくとべこまつり 
４日（水）学習発表会予行 

     ４～６年６時間授業 
６日（金）Ｂ校時日程、学習発表会準備・ 

係打合せ（５・６年） 
  （下校）１・２年⇒１４：１０ 

      ３・４年⇒１５：００ 
      ５・６年⇒１５：５５ 

      英検（田子中）１６：２０～ 
  ７日（土）学習発表会（８時開場） 

８日（日）３学年親子レク（体育館） 
     県陸上秋季大会 

 ９日（月）スポーツの日 
１０日（火）いじめアンケート週間 

      スクールカウンセラー来校 
１１日（水）午前授業・就学時健診 

      ※６年女子以外１２：３５下校 
１３日（金）振替休業日（１０月７日分） 

１４日（土）中学校文化祭 
１６日（月）神楽練習 

１７日（火）地域奉仕活動（午後） 
      ※全校１５：５５下校 

１８日（水）委員会活動 
２０日（金）後期清掃班組織会 

      ５年心が元気になる教室 
２１日（土）町ひとくるみゃ文化祭～２２日 

２５日（水）歯科検診、クラブ活動 
２７日（金）マラソン大会 

３０日（月）神楽練習 
※本校職員の勤務時間は、平日（休日等を除

く）の午前８時から午後４時３０分までで
す。働き方改革へのご理解とご協力をお願

いいたします。 

大雨の対応にご協力いただきありがとうございました 
９月２１日（木）は、大雨対応にご理解とご協力をいただきありがとうございま

す。今後も、児童の安全確保のため、緊急連絡をすることがあるかもしれません。

その際、第一にマチコミメールを通して連絡を行うこととなります。その後、開封

確認ができない保護者の方には、電話連絡をすることになります。 

（以下のことにご理解、ご協力をいただきたいと思います） 
◆マチコミメールの通知がわかりやすいようにスマホを設定する。 
◆保護者の方と連絡がとれない場合や急な天候の変化、地震などの災害時

は児童を学校待機させる場合があります（児童の安全確保のため）。 
⇒下校時刻に合わせて、荒天、地震、大雪等の場合は児童を学校に留め

置くことが考えられます。 
◆保護者の方が、登下校時の安全に不安を感じられる場合は、「無理して登
校をさせない」、「送迎をする」等の対応をお願いいたします。下校時にお
迎えをされる場合は、学校にその旨をお伝え願えれば、保護者の方が迎え
に来られるまで、児童を学校で待機させます。 

令和５年度の折り返し 

教育目標 【 夢をもち 自分を高める子 】  
学校目標 【 自他の考えを認め合い 学ぶ子の育成 】    （知） 
         【 相手の立場や気持ちを考えて行動する子の育成 】（徳） 
       【 めあてをもって 心と体を鍛える子の育成 】  （体） 

子ども同士で、物品やお金のやり取

りをしないよう指導しています！ 
 夏休み明けから現在までに、児童間でのも
ののやりとりや、金銭に関わるトラブルの情
報が数件ありました。 
 学校では、「学習に不必要なものは学校に
持ってこない」「子供間でのおごる、おごられ
る。ものをあげる、もらう等はしない」とい
うことを指導しています。 

金銭や物品の管理は、保護者の方の管理下
でお願いします。今後、町内での祭りやイベ
ントがありますので、特に目をかけていただ
きますよう、よろしくお願いいたします。 

９月８日（金）に、春に田植え体験をさせていただいた宇藤堅一さんの田んぼにおいて、5
年生児童がもち米の 「稲刈り体験」を行いました。今年は、猛暑の影響で、稲の成長が例年よ
り早くなったということで、早くから声をかけていただいていましたが、感染症や天候の影響
で、ようやくこの日に実施することができました。 
 まずは、のこぎり状の刃がついた鎌を使って、稲刈りを行いました。みな怪我をすることな
く器用に作業していました。刈り取った藁を結ぶ作業では、麻ひもではなく「藁で結びたい」
という児童も出てきて、宇藤さんが藁での結び方を教えてくださいました。結んだあとは、は
せがけも行い刈り取った稲を干しました。 
 ５年生は、12 月上旬に親子レクで「もちつき」 
を行う予定となっています。宇藤さんの協力によっ 
てたくさんのもち米を収穫することもできました。 

児童も「もちつき」が待ち遠しいのではないでしょ 

うか。 

○田植え、稲刈りとご協力をいただいた、
宇藤堅一さんご夫妻、宇藤佳明さんと一

緒に記念撮影を行いました。 

☆教育弘済会青森支部、ジブラルタ生命様よ
り図書を３０冊寄贈していただきました。職
員室に置いていたところ、帰りのあいさつに
来た児童から「早く読みたい」「あの本知って
る」といった声が聞かれました。読書の秋に
活用できるよう整備していきます。 


